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●２０22～２０23年度 三次中央ＲＣスローガン

ロータリアンであることを

強くイメージし、

奉仕の喜びを分かち合おう

■開会挨拶………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

2022-2023 

３月は水と衛生月間です
　皆さんこんにちは。３月
に入り少し暖かくなったの
でしょうか、過ごしやすく
なってきたように思いま
す。
　さて、今日は下森県議
会議員をお招きし、ゲスト
卓話をお願いしておりま
す。下森県議、後ほどよろ

しくお願いします。
　ロータリーの今月のテーマは「水と衛生」月間
です。世界に目を向けて見ると、安全な水が手に
入らないところもまだ多いのでしょう。むしろ、こ
の日本が恵まれすぎているのかもしれませんね。
　ここで、日本のロータリークラブが、財団補助
金を活用し実施した、水と衛生に関する奉仕活動
をいくつか紹介いたします。いずれも2019年に実
施された奉仕活動です。
　まずは和歌山RCです。タイのＲＩ3080地区で
は、上水道、地下水ともに石灰分が多く、結石患
者の発生率が高いなど深刻な健康被害が報告さ

れていました。安全な『水と衛生』の確保の必要
性が現地の住民の方々、子どもたちにあるとのこ
とで、ＲＩ3080地区のノンケームRCを通じて、６
基の浄水器を設置し、贈呈されました。
　続いて、福井県に事務所を置くEクラブ2650
です。このクラブは、京都・福井・滋賀・奈良の4
県にまたがる第2650地区にあります。
奉仕活動の内容は、後発開発途上国、いわゆる世
界の最貧国の一つであるネパールの、山岳地帯の
奥地で、毎朝家族分の水汲みのために、女性また
は子どもが川まで急な斜面を往復している地域が
あります。
　2015年、この地域はネパール大地震の震源地
で、甚大な被害を受けましたが、何の支援もなく
経過していました。そこに日本ロータリーのEクラ
ブ2650が、カトマンズ・メトロRCと共同提唱し、
日本側とネパール側2つのNGOの協力を得て、R
財団のグローバル補助金事業を実施しました。内
容は、村人の協力を得て高地の湧き水をタンクに
貯留し、これを山岳地帯の傾斜面に誘引し、集落
の学校・各家庭など75の水道栓と農業用の水路

●２０22～23年度   国際ロータリーのテーマ

を設置しました。
　これには、両クラブがそれぞれ2,000＄拠出し、
第2650地区から地区財団活動資金（DDF）
52,000 ＄、さらに国際財団活動資金（WF）
54,000$、総額110,000$の事業として実施され
ました。
　最後に河口湖RCの事例を紹介します。
災害時や防災の観点から、企業・町・クラブが三
位一体となり、地元富士河口湖町に、災害用支
援物資として給水車と災害用備蓄水を寄贈しま
した。これは、ロータリアンが所属する地元企業
が創業60周年の記念事業として、地域貢献の一
環で「給水車」を地元に寄贈する計画に併せ、
12L入りの「災害用備蓄水」を50箱、合計600L
を同町へ寄贈。ロータリアンである地元企業から
は2,000Lの水を運ぶことが出来、4つの蛇口や
40㍍の消火用ホース、放送設備を搭載している
給水車を富士河口湖町に寄贈したというもので
す。
　クラブとしては、やや地元企業のロータリアン
に乗っかった感はありますが、公共イメージの向
上には十分な効果があったことでしょう。
　以上、私たちの仲間が、世界のどこかで奉仕し
ているということを共有し、ロータリアンとしての
奉仕の喜びを分かち合いましょう。
　以上で会長の挨拶を終わります。

■本日のプログラム  PETS報告　上田会長エレクト
■次回例会日時  2023年3月20日（月）　19：00～
■次回プログラム  夜間例会／親睦委員会
 　クイズで楽しく
̶
■第1376回例会記録
●日時………………………2023年3月6日（月） 12：30～　
●点鐘………………………………………………………………………………………会長
●国歌「君が代」斉唱………………………………………………………全員
●ソング「奉仕の理想」…………………………………………………………全員
●ゲスト紹介 
　広島県議会議員　下森宏昭様



会員数
欠　席

欠席者のうち規定免除

3 5名
4名
1名

0名
3 1名

91.18％

Make-up
出席合計
出席率

ニコニコＢＯＸ本日出宝額　　28,000円

安藤君 誕生日を無事迎えられて、感謝です。（大口）
沈　君 下森県議をお迎えして。今年は節目の年ですね。
 頑張りましょう。
栗本君 下森県議をお迎えして。ちょっといいことが
 ありました。
信国君 下森県議をお迎えして。理事役員会の皆様、
 お世話になります。楽しんでください。
「下森県議をお迎えして。本日はよろしくお願いします。」　
　竹野君、沖君、佐 木々君、村竹君、平田君、上田君、
　松本君、井上君、角谷君、杉谷君、光永君、酒井君、
　野村君、重信君、山縣君、中西君、小根森君、

を設置しました。これには、両クラブがそれぞれ
2,000 ＄拠出し、第2650地区から地区財団活動
資金（DDF）52,000 ＄、さらに国際財団活動資金
（WF）54,000$、総額110,000$の事業として実施
されました。
　最後に河口湖RCの事例を紹介します。
災害時や防災の観点から、企業・町・クラブが三
位一体となり、地元富士河口湖町に、災害用支援
物資として給水車と災害用備蓄水を寄贈しまし
た。これは、ロータリアンが所属する地元企業が
創業60周年の記念事業として、地域貢献の一環
で「給水車」を地元に寄贈する計画に併せ、12L
入りの「災害用備蓄水」を50箱、合計600Lを同
町へ寄贈。ロータリアンである地元企業からは
2,000Lの水を運ぶことが出来、4つの蛇口や40
㍍の消火用ホース、放送設備を搭載している給水
車を富士河口湖町に寄贈したというものです。
　クラブとしては、やや地元企業のロータリアン
に乗っかった感はありますが、公共イメージの向
上には十分な効果があったことでしょう。
　以上、私たちの仲間が、世界のどこかで奉仕し
ているということを共有し、ロータリアンとしての
奉仕の喜びを分かち合いましょう。
　以上で会長の挨拶を終わります。

■「四つのテスト唱和」……………………………野村会員

■幹事報告……………………………………………中島幹事
●ロータリーの友誌、ガバナー月信を配布しています。
●今年度理事役員会の旅行に参加される方はコロナ
　ワクチンの接種証明を持ってお集まりください。

■次年度のお知らせ……………………栗本次年度幹事
●3 月13日（月）第一回次年度理事役員会を19時
　より広島三次ワイナリーにて開催します。
●3月30日（木）第一回次年度クラブ協議会を19時
　より村竹総本家にて開催します。
　関係者の方はよろしくお願いします。

■出席報告…………………………………………平田委員長
●第1374回 2月20日

　
●第1376回  本日の出席は35名中29名です。

■ロータリーの友読みどころ………………松本委員長
○P.7-15 地域の森活用術と題して特集が組まれて
　います。荒廃してゆく森林をどう活用していくのか、
　ロータリーの取り組みが紹介されています。活動事
　例を参考にできればと思います。
○P.16-17 ローターアクトについてわかりやすく説明さ
　れています
○P.18-21 RI会長エレクト、ゴードンマッキンリーさん
　がSNSを使って世界から寄せられた疑問に答えて
　います。
　　たて組み　
○P.4-8 陸前高田市の河野通洋氏の「発酵で町づく
　り」は、愛知県立渥美農業高校キャリア教育講演
　が載っております。過疎が進む地方の町に震災が
　追い討ちをかけ、高校を卒業したらほとんどの若い
　子は出て行く、震災こそない三次ですが、若い子
　が町に出て行く現象は似ています。発想は参考に
　なると思います。

■SAA…………………………………………………石田SAA
●会員誕生日…安藤君

●会員ニコニコBOXご出宝



■プログラム《ゲスト講演》…………………………………………………………………………………………………プログラム委員会

　本日はゲストに現在4期目の下森宏昭県議においでいただき県政報告をしていただきます。
元気な三次、元気な県北のために頑張っていただきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上幸三プログラム委員長

広島県議会議員    下 森  宏 昭
                

　こんにちは。本日は歴史と伝統ある三次中央
ロータリークラブの皆さんにお招きいただきあり
がとうございます。県議に当選して以来、年に
一度は皆さまの前で県政報告をやらせていただ
きたいとお願いし、こうして毎年必ずお招きいた
だいております。
　私は、現在58歳です。32年前、26歳の時町
会議員に初めて当選いたしました。なぜ、立候
補したかと言いますと、その年、町会議員選挙
があり、たまたま、若いもんのグループでいっぱ
い呑んでいた時、今回は、立候補者が少なく無
投票になるらしいぞと。その時、みんなの目が一
斉に私に向けられ…中国地方最年少の町会議員
になった経緯です。条例も予算も何もわからな
かった。いつ辞めてやろうかいつ辞めてやろう
かと思いつつ… 32年…その理由の一つが人にも
のを頼まれ、成し遂げた時、『ありがとうのぉ～！』
と言ってもらう、その言葉を聞きたいばかりに…
この言葉が議員としての快感です。嬉しい！そ
のために32年間一生懸命です。
　町村合併の年、全国最年少の市議会議員にな

り、三次市の初代副議長にもなりました。選挙
は９戦9勝5回無投票です。運がいいと思います。
でも運がいいということは、日々選挙があるも
のとしての活動のその結果だと思っています。
決して天狗になることなく、常に初心に戻りな
がら謙虚に頑張ってきております。
　　4年間を振り返りますと、災害、コロナ、河
井克行・あんり問題。この件に関しては私も随
分と疑われました。私は潔癖です！これも運が
良かったかもしれない。いまだにコロナにも感
染せず、統一協会問題も何もない。58年生きて
きて、私もまさかコロナ禍のような状況が起き
るとは想像できませんでした。しかし、ここで
経済を止めてしまったのではいけない前に進め
なければならない。感染には十分気をつけなが
ら、断固としてやることはやらなければならない。
多くなる感染のサイクルに留意すれば少ない人
数でとどめられると思う。ただ、日本はつまら
んなーと思うことは、日本独自でワクチン、経
口薬がいまだに開発されてないということです。
戦闘機以前に日本人が日本独自で守らなければ
ならないことはあると思います。
　広島県生まれ広島県育ち、奥様は三次市出身

県  政  報  告県  政  報  告

という岸田総理大臣には今年5月のサミットを
頑張ってもらわなくてはなりません。と同時に
広島県産の物を是非とも使って欲しい。おらが
町、おらが村の物を使っていただこうと、各市
町村が一生懸命アピールしています。もちろん
私も三次市のものをしっかりと岸田総理にはア
ピールさせていただいています。
　広島県議は64名です。そのうち私の属する自
民議連は31名です。この中で私は、2年前から
政調会長のご指名を受け、さまざまな懸案に対
し工夫、調査し知事に提案しております。この2
年間は、土日を除き毎日朝6時に自宅を出、8時
30分に県庁、夜9時前に帰宅を続けています。
今後も頑張って続けます。
　湯崎英彦知事の話ですが、前回の選挙の時、
知事は一度も街頭演説、車での連呼はすること
なく、リモートで選挙戦を戦われました。そし
て周囲の懸念をよそに過去最高得票を手にされ
当選されました。知事は一期目の時これからの
広島県はグローバル化社会を目指し、イノベー
ション力を発揮すると言われました。10年前に
知事が盛んに言われていたことがやっと実現し
つつあります。
 県議64人中、県北の議員はたった4名です。
60：4で戦っています。県北の民意がなかなか
反映しにくいなか、我々はなんとか沿岸部の議
員にも県北の実情を理解してもらうために努力
しています。令和5年度には、50項目の提案書
を湯崎知事に用意しています。三次に一番大切
なのは人口です。これを私の5期目のチャレン
ジにしたいと思っています。

昨年末、岸田総理と総理官邸にて



■点鐘…………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

という岸田総理大臣には今年5月のサミットを頑
張ってもらわなくてはなりません。と同時に広島
県産の物を是非とも使って欲しい。おらが町、
おらが村の物を使っていただこうと、各市町村
が一生懸命アピールしています。もちろん私も
三次市のものをしっかりと岸田総理にはアピー
ルさせていただいています。
　広島県議は64名です。そのうち私の属する自
民議連は31名です。この中で私は、2年前から
政調会長のご指名を受け、さまざまな懸案に対
し工夫、調査し知事に提案しております。この2
年間は、土日を除き毎日朝6時に自宅を出、8時
30分に県庁、夜9時前に帰宅を続けています。
今後も頑張って続けます。
　湯崎英彦知事の話ですが、前回の選挙の時、
知事は一度も街頭演説、車での連呼はすること
なく、リモートで選挙戦を戦われました。そして
周囲の懸念をよそに過去最高得票を手にされ当
選されました。知事は一期目の時これからの広
島県はグローバル化社会を目指し、イノベーショ
ン力を発揮すると言われました。10年前に知事

が盛んに言われていたことがやっと実現しつつ
あります。
　県議64人中、県北の議員はたった4名です。
60：4で戦っています。県北の民意がなかなか
反映しにくいなか、我々はなんとか沿岸部の議
員にも県北の実情を理解してもらうために努力
しています。令和5年度には、50項目の提案書
を湯崎知事に用意しています。三次に一番大切
なのは人口です。これを私の5期目のチャレン
ジにしたいと思っています。
　本日はご清聴ありがとうございました。

■謝辞…………………………………………………………………………………………………………………………………………………沈　会長

グループ12　 I M　ご案内

*登録受付・・・・・・・・・・・13時～13時30分
*開会式・・・・・・・・・・・・13時30分～14時

*基調講演・・・・・・・・・・・14時～15時30分 
*各クラブ意見発表・・・15時40分～16時30分 
*閉会式・・・・・・・・・・・・16時30分～16時50分

開催日時:令和5年3月26日(日)　　
開催場所:三次市吉舎交流拠点施設「よっしゃ吉舎」
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